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琉球方言の分布図

一母音体系・ハ行音・力行音。夕行音一
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「琉球方言の母音体系の分布」

琉球方言の母音体系は，推移型と構造を組み

合わせて分類することができる。

推移によると

Ｉ型一イ段母音は変化しないのでエ段母音

がｅ→Ｉ（→ｉ）のように変化して

いるもの。

Ｈ型一イ段母音もｉ→Ｉ（→ｉ）のように

変化し，エ段母音もｅ→ｉのように

変化しているもの。

のように分類できる。Ｉ型は奄美・沖繩全域の

北琉球に分布し，I型は宮古・八重山・与那国

全域の南琉球に分布している。

構造によると

Ａ型－５母音（ｉ・ｅ・ａ．０．ｕ）の他にＩ

。eをもつもの。

Ｂ型－５母音の他にＩをもつもの。

Ｃ型－５母音のもの。

Ｄ型－３母音（ｉ・ｕｏａ）のもの。

のように分類することができる。Ａ型は，Ｉ型

の中では奄美大島・徳之島の全域に分布し，Ｈ

型の中では波照間島に分布している。Ｂ型は，

Ｉ型の中ではわずかに喜界島北部と沖永良部島

琉球諸方言の音韻については小著『琉球方言

音韻の研究』（法大出版局）において，奄美・

沖繩。宮古・八重山。与那国の主要５方言の構

造を比較検討し，これを概観するとともに音韻

の変化過程を考察した。小著では全体に琉球諸

方言の音韻の法則的な側面をとりあげたのであ

った。

音韻の変化は極めて法則的である一方におい

ては，音韻的環境により，また語の出自や中央

文化の波及関係の相違により，語ごとに異なる

面をもっている。琉球方言の歴史的過程を明ら

かにするには，語ごとに，その音韻現象を分析

して琉球全域の分布状態を考察することが重要

となる。

母音体系と'､行音。力行音・タ行音の分布図

をえがいてみた。母音体系は一語一語の変化を

考察するときのバックボーンとして重要である。

ハ行・力行。タ行の子音ｐｋｔは，破裂音と

いう音韻的性質を同じくする面をもち，その変

化も相互に関連して行なわれるところがある。

音韻の相関性を無視するわけにはいかない。

以下、それぞれの分布図について考察しよう。
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国頭に分布し，I型の中では圧倒的に多く，宮

古・八重山に分布している。ｃ型は，Ｉ型の中

では沖繩全域と与論島・沖永良部島。喜界島南

部に分布し，Ｈ型の中では八重山の黒島。鳩間

島。西表島西部に分布している。Ｄ型は与那国

島だけに分布していろ。最近では共通語の影響

でｅ・ｏを取り入れ５母音の構造になりつつあ

る。

琉球方言の母音体系が歴史的に北琉球のＩ型

と南琉球のＨ型に大きく分かれていった様子が

分布図でよみとれるのであるが，これがどのよ

うな体系から，いつごろ分かれたかについては，

多くの語をあげてさらに考察を深めなければわ

からない。

語末母音の長音化をみると，沖繩本部の名護

・本部半島。伊江島のｐａｎａＺ，伊是名島の

巾ａｎａｚ，伊平屋島・沖永良部島・徳之島西部

のｈａｎａｚのように－つの勢力圏をもっている

ことが注目される。この長音化はアクセントと

関係する現象のようである。

「肘」

ｐ音のすがたは，ほぼ「花」と同じである。

ｐ音をとどめるピジ系は南琉球に多く，北琉球

では沖繩北部と与論島・喜界島北部。奄美大島

佐仁に分布している。沖繩北部でｐ７ｉｄ５ｉＸのよ

うに無気喉頭化音に変化しているのは，「花」

のｐ音と異っている。これはｅ→ｉ，ｏ→ｕと

いう母音の高音化によって本来の狭母音音節の

破裂音が無気喉頭化の現象を起こしたためのも

のである。

伊江島ではtid5i，与那国ではtJ?idiDkaの

ように変化している。

奄美の与路島や請島では母音の変化に伴って

ｘｉｊｔ，ｘＩｘｔＪのように軟口蓋摩擦音に変化し

ている。

中音をとどめるフィジ系はｐ音の周辺に多く

分布している。

ｃ音のヒジ系は沖繩中・南部を中心に，沖永

良部島・徳之島・奄美大島。喜界島南部など，

北琉球に勢力がある。巾→ｃの口蓋化が急速に

すすんでいるのは，母音ｉの影響によるもので

ある。

徳之島にはsid51のようにサ行音化している

方言がみられる。

「人」の語頭音ｐｉは「肘」のｐｉよりも変

化がすすみ，北琉球の多くの方言で脱落現象を

起こしていることは，すでに「首里王朝の言語

(2)」（本書所収）で考察した通りである。

ハ行音

「花」

ｐ音をとどめるパナ系は南琉球に勢力をもっ

て分布している。波照間島。新城島・小浜島・

石垣島川平。西表島にはｐａｎａがみられる。こ
◎Ｏ

の地域の方言に無声子音と、。、。ｒにはさま

れた母音が無声化する現象が起こっているため

である。

北琉球でｐ音をとどめる方言は，沖繩本島北

部の，とくに名護・本部半島。伊江島を中心に

まとまった分布相をみせる。沖繩本島の周辺部

は北端の奥・安田に，東南部の津堅島。久高島

に点在している。そのほか，奄美では与論島が

もっともさかんであり，喜界島北部と奄美大島

佐仁にもわずかに見られる。

中音をとどめるファナ系は北琉球のｐ音の周

辺部にみられる。

ｈ音は北琉球に圧倒的に多く，沖繩本島中・

南部地域と沖永良部島・徳之島。奄美大島。喜

界島南部をおおっている。
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これはｕ母音の唇音`性によるものである。ｕ以

外の母音への変化がないので，ｃなどの子音も

ない。

「蓋」

ｐ音のすがたが他の段と異なる南琉球は「花」

にしても「肘」にしてもｐ音の優勢地域であっ

たが，「蓋」においてはｐ音が一例も現われな

い◎

南琉球では，ウ段音がｐｕ→ｆｕの変イヒを経て

いるからである。この変化は，この地域の母音

変化と密接に関係している。これについては中

本１９７６；ｐ、２３８を参照されたい。ｆｕｔａ

は宮古全域に分布し，八重山ではｆｕ→のｕの変

化によって巾ｕｔａになったものである。

北琉球のｐ音のすがたは「花」などとほぼ同

じである。ただ恩納や久高島で無気喉頭化音に

なっている点が異なる。北琉球の巾utaは南琉

球のｆｕ→のuの変化とは異なり，ｐｕ→巾uの変

化を経たものである。

喜界島湾では語頭音が脱落してｔ７ａになり，

与那国島でも同様にｔ?ａｘとなっている。

「ハ行子音の総合図」

以上は，ハ行音について各段から一語ずつと

りあげて分布図をえがいたのであるが，さらに

多くの語を参考にして総合図をつくってみた。

Ａ１は全段でｐ音をとどめているが，イ段・

ウ段の狭母音音節で無気喉頭化の現象が見られ

る。これは沖繩北部に勢力をもっている。

Ａ２はＡ１に類似するが，広母音音節のア段

・エ段・オ段でｐの破裂性がやわらかくなって

巾に近づいているすがたである。これは久高島

や喜界島北部に分布している。

Ａ３はイ段。ウ段で喉頭化音を失って全段が

ｐ音になっているものである。奄美大島佐仁。

与論島・沖繩津堅島に分布している。

Ａ４はイ段でｐ→ｔの変化を経ている。これ

は伊江島だけでみられる。

Ａ５はＡ１のすがたがくずれたものと察せら

れる。イ段とエ段の母音ｉの前でｐ７であり，

他の段ではすべてのに変化している。沖繩本島

北部にみられる。

以上はハ行ｐ音をいずれかの段でとどめてい

る構造である。

Ａ６ｏＡ７はｐ音を失ったすがたである。沖

永良部島などは，力行子音がｈ音化しているに

もかかわらず，ｐ音もｈ音化している地域であ

る。沖繩中・南部と奄美大島・徳之島は，力行

子音がｋのままで，ハ行ｐ音を失っている地域

である。

Ｂ音は南琉球に分布する構造であるが，ウ段

ではすべてｐ音を失っている。

Ｂ８はウ段子音がｆで，他の段ではｐ音をと

「僻（へら）」

ｐ音のすがたは「花」と類似している。中音

をとどめるフェラ系が奄美大島・徳之島に勢力

をもっているのが注目される。これはエ段母音

が中舌母音Ｉになったため，の→ｃの口蓋化の

変化がおくれたと見ることができよう。すでに

見たように「肘」において巾→巾の口蓋化が急

速に起こっていることと対比されよう。

口蓋化されたCiraは，沖繩本島中。南部や

沖永良部島で多く現われている。これらの地域

にはエ段母音がｉに変わった方言が分布してい

る。

「骨」

ｐ音のすがたは「花」と類似している。ｐ音

のほかはすべて中音のフニ系に変化している。
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どめている。これは宮古に勢力がある。

Ｂ１０はｆが巾に変化したもので八重山に勢

力がある。

Ｂ９はＢ８のすがたからｐ音を失ったすがた

で，宮古の池間島・佐良浜・西原にある。

Ｂ１１はＢ１０からｐ音を失ったもので，与那

国島にある。

，､行子音の変化は力行子音との相関において

考察を深めねばならない。

ら取り入れるのは「いき」であって「かぜ」で

はない。沖繩では「かぜ」は「台風」の意味に

ずれている場合が少なくない。

「肝」

ｋ音をとどめるキモ系が基本的なものである。

喉頭化音のｋ？は沖繩北部と奄美大島でさかん

である。

ｋが破擦化したチム系は沖繩中。南部を中心

に，本部半島と伊江島。伊是名島。伊平屋島・

沖永良部島東部。喜界島南部にひろがっている。

これは，おもる時代から首里を中心にさかんに

起こった口蓋化現象の流れをくむものである。

南琉球ではｋの破擦化は少ないが，池間島・伊

良部島・宮古島東部の保良にｔｓｆｍｕがみられ

る。これは首里を中心に起こった口蓋化現象と

直接関係するものではない。おもる時代の口蓋

化現象は宮古・八重山の方言には波及しなかっ

たことがわかる。

ｋ→ｈの変化がさかんである沖繩北部におい

ても，イ段の「肝」の場合にはｋ→ｃになる例

はみられない。

与那国でｋ?ｉｍｕが現われることもあるが，

Ⅶ?ｉｍｕが本来の与那国方言の語形である。

tJ7imuOuti（胸）の語形をみてもそれがわか

る。最近では喉頭化音の乱れが起こっている。

力行音

「風」

ｋ音をとどめるカゼ系がもっとも基本的であ

る。

ｋ音がｈ音化しているハゼ系は沖繩北部を中

心にその属島をつつみこみ，与論島。沖永良部

島。喜界島にひろがる－大勢力圏を形成してい

る。奄美大島では佐仁だけに見られる。沖繩南

部の久高島もｈ音である。

久米島の鳥島にもhadｉがある。鳥島は本来，

久米島の北東方，徳之島の西方に浮かぶ小島で

あるが，その住民は大正期に久米島具志川村の

沿岸部の仲泊に隣接したところに寄留した。現

在でも久米島の鳥島方言は隣りの仲泊など久米

島本来の方言とは異なっている。鳥島の方言は

むしろ沖繩北部圏の方言に近いといえる。

「風」の第２音節をみると，その子音が破裂

音ｄである方言と破擦音dz,ｄ５などである方言

とがある。破裂音ｄをもつ方言は喜界島と奄美

大島南部に集中し，徳之島の東北部，与論島を

中心に沖永良部島西部と沖繩本島北部，沖繩南

部では粟国と久高島，宮古の西側の周辺部，多

良間部，与那国島に分布していることになる。

沖繩糸満などでは「風」のことを？ｉｋｉとい

う。これは「息」に対応する語である。窓から

「傷」

ｋ音をとどめるキズ系が基本的なものである。

喉頭化音のｋ？は奄美大島でさかんである。徳

之島。喜界島・沖繩北部にも点在する｡

「肝」では破擦化ｋ→tJの例が多く現われた

が，「傷」では破擦化がほとんどみられない｡

宮古方言ではキに対応する音韻はｋＩである

のに，「傷」の語頭音はＭであってｋＹにな
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らない。これについては拙論「南島方言の概説」

を参照されたい。

どめている。

Ａ２はイ段が破擦化しているもので，首里を

中心とする沖繩中・南部に大勢力として存する。

Ａ３は，これがさらに摩擦化したもので金武の

周辺に分布している。

Ａ４からＡ８までは広母音音節でｋ→ｈの変

化を起こしたもので，沖繩北部及びその属島．

与論島・沖永良部島。喜界島に分布している。

これらの中にはイ段子音が破擦化したものもあ

る。

南琉球ではウ段音でｋｕ→ｆｕ（→｡ｕ）の変

化を起こしている。これは'､行音のｐｕ→ｆｕ

（→のｕ）の変化と呼応している。この変化は

母音変化によってひきおこされたものと考えら

れる。

南琉球のうち，キがｔｓＩになる方言は宮古の

池間・伊良部島。来間島。宮古東部の保良など

周辺部に見られる。波照間島・竹富島では摩擦

音になっている。

南琉球ではｋ→ｈの変化は少なく，黒島．新

城島。波照間島にわずかに見られるだけである。

与那国島は本来，八重山方言の流れをひくも

のであるが，狭母音音節がさかんに脱落する。

「口」

北琉球ではｋ音をとどめるクチ系が分布し，

南琉球ではｋｕ→ｆｕの変化を経た宮古方言と，

さらにｋｕ→ｆｕ→巾ｕの変化を経た八重山方言

が分布している。与那国では語頭音が脱落して

ｔ？ｉＺまたはｔ？ｉｂｕｎｉになっている。

「煙」

琉球全域がほとんどケブシ系で統一されてい

る。ｋ→ｃの変化によってヒブシとなるのは沖

繩北部と沖永良部島・喜界島である。

ケンブシ系は与論島にみられる。

宮古では第２音節がｆｕまたはｖに変化して

ｋｉｆｕｓｆ，ｋｉｖｓＩのようになる。

「これ」

ｋ音をとどめるクリ系が基本的である。ｋ→

巾の変化を経たブリ系は沖繩北部・与論島・沖

永良部島・喜界島・奄美大島佐仁に分布してい

る。

「これ」の第２音節のｒ音が脱落してｋｕｉと

なっているのは宮古島にまとまった勢力として

分布している。

ウリ系も点在している。これは「それ」と「

これ」との意味区分の問題とかかわるものであ

る。

夕行音

「旅」

ｔ音をとどめるタビ系がほとんどである。無

気喉頭化音は現われない。ｔがサ行音化したサ

ピ系は沖繩北部の佐手・宇嘉にわずかに見られ

る。久高島のｒａｂｉはサ行音と同類と見られる。
｡

「力行子音の総合図」

力行子音のもっとも基本的なすがたはＡ１で

ある。ｅ→ｉ，ｏ→ｕの高母音化によって本来

のイ段・ウ段がｋ？のように喉頭化しているも

のが多い。奄美大島・徳之島に大きな勢力をと

「乳」

破裂音をもつｔｉｘがわずかではあるが沖繩北

部に見られる。主流は破擦音ｔＳまたはuJであ

る。無気喉頭化音は奄美大島・喜界島・徳之島
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・沖永良部島・沖繩北部にまとまった勢力とし

てある。

中舌母音をもつ形は宮古・八重山が中心であ

る。ただし，徳之島でも中舌母音をもった

ｔｓ７ＩＺが現われる。

Ｊｉｘは沖繩北部の津堅島・宮城島や八重山

黒島・鳩間島などに現われる。

摩擦化したシー系は沖縄北部や波照間島など

にみられる。

「鳥」

語頭音は圧倒的にｔである。無気喉頭化音が

見られないのは注目してよい。

わずかではあるが沖繩北部の佐手。宇嘉など

にSuiが見られる。久高島ではruiである。
。

「鳥」の第２音節の「り」がｒ音をとどめて

いる方言は奄美大島に圧倒的に大〈，喜界島と

徳之島の一部にも見られる。さらに八重山と宮

宮の多良間島に分布している。ｒ音がこのよう

に琉球の北端と南端に分布しているのは注目し

てよい。おそらくｒ音の脱落は沖繩本島中・南

部からはじまり，その周辺地域へと波及してい

ったであろう。

特殊な語として西表租納にはググ系が，与那

国島にはミタ系がある。

「綱」

ｔ音をとどめるティナ系やトゥナ系は奄美大

島南部にまとまって分布し，喜界島。沖繩北部

にも分布している。これらはすべて無気喉頭化昔

昔でもある。

ｔ音が破擦化しているチナ系とツナ系が主流

をなして分布している。そして与論島と沖繩中

・南部を除く地域では無気喉頭化音が存する。

喜界島ではｔｓ？unaのように，ｕ母音が変化

していない形がみられる。

宮古・八重山ではｔｓＩｎａのような形が多い。

宮古大神島にはｋｉｎａがあるが，この方言では

中舌母音Ｉがかなりｕ母音寄りに変化したため

に，それにひかれてｔｓ→ｋの変化を起こした

ものである。

ｔが摩擦化したシナ系は伊江島。津堅島・宮

城島・黒島などに点在している。

与那国島・多良間島のｎｎａ，池間島や沖繩

粟国島のｎｎａなどは語頭音が脱落している。
。。

「夕行子音の総合図」

イ段とウ段は破擦化している方言が圧倒的に

多い。そして北琉球では無気喉頭化音のｔ？，

tJ7，ｔｓ７などが現われるのに対して,南琉球

では与那国島以外ではほとんど現われない。

タ行音については小論「タ行音の構造的推移」

を参照されたい。

以上の母音・ハ行音・力行音・タ行音におけ

るいくつかの語についての分布層の考察から次

のことが明らかになった。

沖繩中・南部の地域は比較的新しい層に変化

し，北端の奄美・沖繩北部と南端の宮古・八重

山は比較的古い層をとどめている。これは琉球

王国時代以来，沖繩中・南部が文化・政治の中

心であり，外来の文物の摂取の要地であったこ

「手」

ｔ音をとどめるティー系が基本的である。無

気喉頭化音は現われない。奄美大島。徳之島で

は中舌母音をもつｔＩ及びtlXが主流をなし，

他ではｔｉｘである。

口蓋化してtJになっているのは，沖繩奥武・

宮古保良・友利などでみられる。

－１５８－
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とと関係がある。

比較的に古い層

(1)イ段母音とエ段母音の区別。奄美大島で

はｉ／Ｉで区別し，宮古。八重山ではＩ/ｉ

で区別している。

(2)′､行Ｐ音の残存。

(3)ｐｏｋｏｔｏｔＪｏｔｓの無気喉頭化音。

(4)宮古。八重山のｐｕ→ｆｕ，ｋｕ→ｆｕの

変化。

比較的に新しい層

(1)イ段母音とエ段母音の区別の消失。沖繩

本島を中心に与論島。沖永良部島。喜界島

に及んでいる。

(2)ハ行子音の摩擦音化。ｐ→中→ｈ，

ｐ→Ｇなど。

(3)無気喉頭化音の消失。

(4)イ段におけるｋの口蓋化。

(5)「鳥」のｒ音の脱落。

参考文献

１９３４「国頭方言の音韻」仲宗根政善，

『方言』４－１０

１９７６『琉球方言音韻の研究』中本正智，

法政大学出版局

１９７６「古代'､行ｐ音残存の要因一琉球

に分布するｐ音について－」中本

正智，『国語学」１０７

１９７７「タ行音の構造的推移」中本正智，

『人文学報』１１７

１９８０「南島方言の概説」中本正智，『講

座方言学」
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琉球方言の母音体系の分布
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